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基基礎礎資資料料ⅠⅠ    川川口口市市水水道道事事業業アアンンケケーートト結結果果  

１ 調査の概要 

 

このアンケートは、川口市の水道をご利用いただいている方を対象に、日頃感じてい

る水道への感想とご要望を長中期経営計画策定の際に調査したものです。調査方法は、

インターネット経由であるため、市民の代表値としての統計学的精度は低くなりますが、

水道に関心がある利用者の貴重な意見となりえるものです。改訂にあたり、事業展開の

基礎資料となりましたことから、概要をお示しするものです。 
 

(1) 対象者  

川口市の水道を利用している方  

(2) 調査方法  

川口市水道局ホームページによるインターネットアンケートサイトでの回答  

(3) 調査期間  

平成 19 年８月４日～９月２５日  

(4) 有効回答 

 ３，８５１票 

(5) 報告書の見方  

各設問の回答方法は、単数回答と複数回答の２種類がある。  

■単数回答  

設問に対して、１つの選択肢を選ぶ。 

２つ以上選んでいる場合は送信できない仕組みとした。  

■複数回答  

設問に対して、指定された数の複数の選択肢を選ぶ。 

指定された数を超えて選んだ場合は送信できない仕組みとした。指定された数以下

を選んでいる場合は、選択した回答分のみカウントしている。 

なお、複数回答の集計数は N 値（３，８５１）を上回る。 

■回答の割合 

小数点３位以下を四捨五入するため、必ずしも合計が 100％にならない場合があ

る。  
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2 調査の結果 

(1) 回答者の基礎的情報  

 設問 1：あなたのお住まいの地域を教えてください。 

川口市内 川口市外 無回答 合計 

 2827 1007 17 3851

 73.41% 26.15% 0.44% 100.00%

 設問 2：あなたの年齢を教えてください。（回答日時点での年齢） 

～19 20～29 30～39 40～49 50～59 60～69 70 歳 無回答 合計

27 491 1348 736 1146 66 16 21 3851

0.70% 12.75% 35.00% 19.11% 29.76% 1.71% 0.42% 0.55% 100.00%

 設問３：あなたの性別を教えてください。 

男性 女性 無回答 合計 

2595 1221 35 3851

67.39% 31.71% 0.91% 100.00%

 設問４：あなたの世帯構成を教えてください。 

単身 ご家族と同居 無回答 合計 

471 3341 39 3851

12.23% 86.76% 1.01% 100.00%

→市内居住の方が 7 割強 

 でした 

→30~50 歳代の方が回答者の 

 中心でした 

→男性の回答が７割でした 

→概ね複数世帯でした 

 以上のことから、回答者の代表モデルは、市内で家族と同居する 30 代の男性と標準

化できます。 

 

(2) 水道に対する意識の所在
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  単純集計の結果、「生活に必要な水」が 32.78％で最も多く、次いで「無意識・あ

たりまえの存在」が 18.31％で第 2 位となりました。また、第 3 位が「安全な水」、

第 4 位が「必要な時に得られる水」となっており、本市の水道に対し、安全で安定

した水が意識せずとも安心して使えるという意識が、利用者の間に定着していると評

価することができます。 

 

(3) 水道に対する要望
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 単純集計の結果、「安全な給水」が 19.13％で最も多く、「安定した給水」が 16.44％

で第 2 位、第 3 位が「渇水や災害に強い水道の確立」となりました。以上 3 つの要望

は、水道事業者必須の事項であり、最優先事項です。「水道に対する意識」と同様に、

「安全」「安定」「安心」な水道水との思いが要望においても表れています。 

 なお、第 4 位には「おいしさ」が入りました。これに、「自然な水質」の構成比を加

えると 16.90％を占めることとなります。単独で１位を占める「安全な給水」は、水

質管理を求める回答肢なので、約 35%の方が良質な水道水を求めているということが

わかりました。 
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(4) クロス分析 

 クロス分析の集計結果は下表のとおりです。 
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3 調査結果の分析及び計画への反映 

水道に対する意識の所在について、利用者の多くは、本市の水道を「生活に欠かせな

い

ない水」とする意見には、水道水全般に対する不安から浄水器の普及やペ

「値段が高い水」とする意見ですが、本市水道料金は、口径 13 ミリ・１ヶ月

使

ついてです。「安全」「安定」「渇水や災害時に強い水道の

確

あたりまえの意識のもとに届けられる水道水は、非常時

に

の効果を発揮させるだけでは、効率的かつ効果的な経営資本

配

                                                     

 

、安全で安定した水が安心してあたりまえに使える」と位置づけていることがわかり

ます。他方、少数ではありますが、「安全ではない水」、「値段が高い水」とする意見が

あります。 

 「安全では

ットボトルの販売増という現状にも認められます。「安全な水」という信頼を得るには

水質劣化に関係する老朽した水道施設・水道管の設備を更新するに加え、貯水槽水道設

置者への指導・支援を拡大し、蛇口に届くまでのトータルな視点での計画が必要と考え

ます。 

また、

用量 20m3で 2,208 円と、全国的（同基準 最高位：5,890 円 最低位：1,281

円 平均：3,073 円）に低い基準1にあります。平成 12 年から料金を据え置き、職員

数削減、検針・収納包括民間委託の実施など企業努力によって、低料金の体系を維持し

てきましたが、更なる経営の効率化を図り、納得いただける料金・サービスを提供して

いかなければなりません。 

次に、水道に対する要望に

立」が最要望事項でした。 

日常生活に必要な水として、

おいても同じであることを求められています。地震など災害時においても確実な供給

のためには、水道施設や水道管の耐震補強・耐震化を早急に実施し「強い水道水」の仕

組みを作らなければなりません。最小限の被害にとどめ、迅速な復旧のためには、確か

な技術力を持った職員を保有する必要があります。確実な応急給水のための備えも、各

家庭・事業所だけを想定するだけでなく、医療機関や福祉施設など総合的に実施するこ

とが求められています。 

一つひとつの事業に単独

分は、今後さらに難しくなります。事業間の相補的な連携を強化し、成果の拡大に努

めなければなりません。広報広聴活動にも力を注ぎ、お客様とのリレーションシップの

向上に努め、少数意見や批判・否定的な意見に含まれる、経営革新のための貴重な種を

アクアプランに反映していきます。 

  

 
1水道事業ガイドラインに基づく業務指標（社団法人 日本水道協会）による市町村の家庭用水道料金比較 
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＜調査票（様式）＞ 
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